
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

三重河川国道事務所

令和７年１０月２０日

最近の河川事業を取り巻く話題

第28回 三重河川流域委員会
資料－６

国土交通省中部地方整備局
三重河川国道事務所



気候変動を踏まえた計画へ見直し
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気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について 
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気候変動の影響を踏まえた河川整備基本方針における外力設定 



4

気候変動の影響や流域の取組等の基本高水や流量配分への反映 
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○ 現在、気候変動による降雨量の増加等を考慮した河川整備基本方針の見直しを行っており、「社会資本整備審議会 河川分科会 河川整備基本方針検討小委
員会」にて審議をいただいております。

＜河道と洪水調節施設等の配分流量＞ ＜櫛田川計画高水流量図＞

洪水調節施設等による調節流量については、流域の土地利用や雨水の保水・貯留・遊
水機能の今後の具体的取り組み状況を踏まえ、基準地点のみならず流域全体の治水
安全度向上のため、具体的な施設計画等を今後検討していく。

基準地点 両郡橋

【現行】

基本高水のピーク流量
（m3/s）

洪水調節施設による
調節流量（m3/s）

河道への配分流量
（m3/s)

櫛田川（両郡橋） 4,800 500 4,300

基本高水のピーク流量
（m3/s）

洪水調節施設等によ
る調節流量（m3/s）

河道への配分流量
（m3/s)

櫛田川（両郡橋） 5,500 900 4,600

【変更（案）】

櫛田川水系における気候変動を考慮した河川整備基本方針の変更について
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由良川水系宮川水系における気候変動を考慮した河川整備基本方針の変更について
○ 現在、気候変動による降雨量の増加等を考慮した河川整備基本方針の見直しを行っており、「社会資本整備審議会 河川分科会 河川整備基本方針検討小委

員会」にて審議をいただいております。

洪水調節施設等による調節流量については、流域の土地利用や雨水
の保水・貯留・遊水機能の今後の具体的取組状況を踏まえ、基準地点
のみならず流域全体の治水安全度向上のため、具体的な施設計画等
を今後検討していく。
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＜河道と洪水調節施設等の配分流量＞ ＜宮川計画高水流量配分＞

宮川 7,600→

勢田川

五十鈴川 740→

伊
勢
湾

岩出■

←
2
8
0

1,060→

中村
● 神

社

単位：m3/s

■ 基準地点
● 主要地点

河口●

河口●

基本高水のピー
ク流量（m3/s）

洪水調節施設による
調節流量（m3/s）

河道への配分
流量（m3/s）

岩出 8,400 800 7,600

【現行】

基本高水のピー
ク流量（m3/s）

洪水調節施設による
調節流量（m3/s）

河道への配分
流量（m3/s）

岩出 9,900 900 9,000

【変更（案）】

8,400

（m3/s）
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